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11月の主な活動

	 7日	第32回連合新潟
女性委員会総会

	 	第32回連合新潟
青年委員会総会

	14日	医療部門連絡会

	16日	産業労働懇談会

	19日	第1回四役会議

	23日	2020ワークルール検定

	27日	第1回執行委員会

　

10
月
28
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
、
連
合
新
潟
第
30
回
年
次

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
の
大
会

開
催
と
な
っ
た
為
、
来
賓
か
ら

の
出
席
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
た

ほ
か
、「
新
潟
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
お
知
ら
せ
シ
ス
テ

ム
」
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
る

な
ど
の
対
応
を
行
い
つ
つ
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
配

慮
し
、
会
場
収
容
率
50
％
未
満

を
確
保
し
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

大
会
の
出
席
者
は
代
議
員
・

特
別
代
議
員
な
ど
お
よ
そ
１
１

０
人
が
出
席
し
、
う
ち
女
性
の

出
席
は
18
人
で
し
た
。
大
会
議

長
に
は
木
伏
寿
幸
さ
ん（
Ｊ
Ｐ

労
組
）、
伊
藤
和
泰
さ
ん（
情
報

労
連
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
牧
野
会
長
は
、

「
２
０
２
１
年
度
活
動
計
画
は
、

環
境
変
化
の
中
、
新
た
な
労
働

組
合
運
動
・
活
動
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
や
企
業
業
績
が
厳
し

い
環
境
下
で
、
２
０
２
１
春
季

生
活
闘
争
へ
の
期
待
は
高
ま
る

と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
『
安
心

社
会
』
実
現
の
た
め
デ
ィ
ー
セ

ウイルス禍でも雇用を守り、
組織を強化・拡大する運動推進を

連合新潟第30回年次大会開催

ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
国
と

地
方
自
治
体
に
お
け
る
政
策
の

実
現
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
議
員
と
連
携
し
、
政
治

の
力
を
借
り
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
安
心
し
て
働
き
、
暮
ら

せ
る
あ
た
り
ま
え
の
社
会
の
構

築
に
向
け
て
、
政
治
活
動
は
極

め
て
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ

で
あ
る
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
（
牧
野
会
長
あ
い
さ
つ
は
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
『
連
合
新
潟
Ｔ

Ｖ
』
で
も
視
聴
で
き
ま
す
）

　

経
過
報
告
で
は
、
ウ
イ
ル
ス

禍
の
中
で
の
１
年
間
の
活
動
経

過
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

「
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

ま
と
め
」
を
報
告
し
、
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、「
２
０
２

１
年
度
活
動
計
画
」「
２
０
２

１
年
度
財
政
」「
役
員
交
代
・

選
出
」「
退
任
役
員
の
表
彰
」

に
つ
い
て
論
議
さ
れ
、
２
年
サ

イ
ク
ル
の
運
動
方
針
を
補
強
す

る
内
容
と
し
て
、
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
政
策
対
応
を
提

案
し
、
吉
田
代
議
員（
日
教
組
）、

武
本
代
議
員（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
運
動
を
進
め
る

上
で
の
補
強
意
見
・
質
問
が
出

さ
れ
、
執
行
部
回
答
を
経
て
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
大
会
で
の
意
見
・
質
問
の
概

要
と
回
答
に
つ
い
て
は
、
連
合

新
潟
Ｈ
Ｐ
を
参
照
下
さ
い
）

　

な
お
、
今
大
会
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
た
久
志
田
実
執
行
委
員

（
下
越
地
協
派
遣
・
Ｊ
Ａ
Ｍ
新

潟
）
と
新
任
さ
れ
た
藤
田
隆
則

　

女
性
委
員
会
は
、
新
潟
市
・

万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
第
32

回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

総
会
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
観
点
か
ら
、
代
議
員
数

を
制
限
し
た
た
め
、
少
し
寂
し

副
会
長（
情
報
労
連
）、
高
橋
芳

夫
執
行
委
員（
上
越
地
協
派
遣
・

電
機
連
合
）、
今
津
綾
香
執
行

委
員（
全
労
金
）
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
牧
野
会
長
に
よ
る

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉
会

し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
第
30
回
年

次
大
会
に
合
わ
せ
、
フ
ー

ド
・
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ウ
イ
ル
ス

禍
で
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動

が
活
性
化
す
る
中
、
取
り
扱

う
食
品
な
ど
が
不
足
し
て
い

る
と
の
事
で
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
、
７
団
体
か
ら
、

合
計
33
品（
６
５
０
０
ｇ
）が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催

新
専
従
役
員
紹
介

　

第
30
回
年
次
大
会
に
お
い

て
上
越
地
協
事
務
局
長
に
就

任
し
ま
し
た
電
機
連
合
Ｔ
Ｐ
Ｓ

Ｕ
出
身
の
高
橋
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｓ
Ｕ
は
外
資
系
半
導
体

量
産
工
場
の
組
合
と
し
て
２
０

１
４
年
に
発
足
し
た
組
合
で
、

こ
れ
ま
で
の
六
年
間
で
労
働
条

件
を
「
変
え
」
な
が
ら
も
、
雇

用
を
「
守
り
」
新
た
な
働
く
仲

間
を
「
創
り
」
出
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
そ
の
経
験
を
活
か
し

な
が
ら
、
地
協
活
動
を
通
じ
働

く
仲
間
を
つ
な
ぎ
、
安
心
し
て

働
け
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

諸
活
動
を
役
員
と
共
に
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連合新潟
上越地協事務局長
高	橋	芳	夫
（電機連合）

さ
ら
な
る
連
帯
で

課
題
解
決
に
取
り
組
も
う

女
性
委
員
会
・
青
年
委
員
会
総
会
開
催

い
総
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
取

り
組
み
を
１
年
延
長
し
た
「
男

女
平
等
参
画
推
進
計
画
プ
ラ

ス
」
の
達
成
に
向
け
て
、
女
性

活
動
の
充
実
を
出
席
者
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。

2021年度青年委員会・女性委員会新役員

役　職
青年委員会 女性委員会

氏　名 構成組織 氏　名 構成組織

委員長 山田　隆之 ＪＡＭ新潟 高橋奈緒美 情報労連

副委員長
徳橋　和人 日 教 組 小林　礼子 日 教 組

関川　貴大 自 治 労

事務局長 山上　　翼 ＪＰ労組 堂込麻紀子 ＵＡゼンセン

事務局次長 中川　洋平 自動車総連 残熊　　歩 自 治 労

委 員 木村　亮智 日 教 組 木村　千絵 ＪＡＭ新潟

委 員 青栁　直樹 電機連合 鈴木美奈子 日 教 組

委 員 廣瀬　亮一 交通労連 梅澤由有子 電機連合

委 員 今津　晴高 全 労 金 宮下　奈緒 電力総連

委 員 梁取　　聡 自動車総連 芳賀　朋子 ＪＰ労組

委 員 笠原　　将 基幹労連 池田　琴美 全 労 金

委 員 小黒　一慶 情報労連

委 員 井野元康汰 紙パ連合

委 員 高橋かいな ＵＡゼンセン

委 員 南條　颯斗 電力総連

　

ま
た
同
日
、
同
会
場
で
青
年

委
員
会
第
32
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
女
性
委
員
会
同
様
、

代
議
員
数
の
制
限
を
す
る
形
と

な
り
ま
し
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
禍

で
の
新
し
い
活
動
の
形
を
模
索

し
な
が
ら
２
０
２
１
年
度
の
活

動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
、
加

盟
組
織
の
さ
ら
な
る
連
帯
を
高

め
る
こ
と
を
確
認
し
、
参
加
者

の
意
思
統
一
を
は
か
り
ま
し

た
。

し
て
い
な
い
組
織
に
も
参
考

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
団
体
、
組
合
員
の

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

33
品
を
寄
贈

フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催

２
０
２
１
年
度
新
潟
県
予
算
編
成
に
向
け
た

要
請
行
動

　

11
月
６
日
、
連
合
新
潟
は
花

角
知
事
に
、「
２
０
２
０
年
度

新
潟
県
予
算
に
関
す
る
施
策
要

望
書
」
を
手
渡
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
関
す
る
項
目
も
加
わ
り

例
年
よ
り
要
請
項
目
が
多
く
10

分
野
34
項
目
に
つ
い
て
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
牧
野
会
長
か
ら
、

①
来
年
４
月
よ
り
中
小
企
業
も

対
象
と
な
る
同
一
労
働
同
一
賃

金
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
勤
務
実
態
調
査
調

査
の
実
施
、
②
新
潟
県
内
に
お

け
る
医
師
数
の
確
保
に
向
け
た

離
職
対
策
や
県
内
大
学
へ
の
医

学
部
新
設
お
よ
び
地
域
枠
の
増

加
、
③
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
の

県
民
へ
の
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
低
下
お
よ
び
保
健
所
な
ど
の

機
能
強
化
の
３
点
に
つ
い
て
提

起
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
副
会
長
か
ら
も
、

ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
の
県
民
の

足
と
な
る
バ
ス
へ
の
引
き
続
き

の
支
援
、
男
性
中
心
型
の
労
働

慣
行
を
払
拭
し
、
女
性
も
働
き

や
す
い
労
働
環
境
の
醸
成
、
少

人
数
学
級
の
実
現
に
向
け
引
き

続
き
の
検
討
要
請
な
ど
を
要
望

し
ま
し
た
。

　

花
角
知
事
か
ら
は
、「
日
頃

よ
り
県
内
の
労
働
環
境
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
る
。
予
算
編
成
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て

い
く
た
め
、
要
請
内
容
が
ど
の

よ
う
に
反
映
で
き
る
か
検
討
し

た
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
新
潟
は
今
後
も
行
政
や
経

済
団
体
な
ど
へ
「
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
」
に
向
け

た
要
請
行
動
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。



連　　　合　　　新　　　潟

問題解決にむけた意見交換

ドキドキなエサやり体験

たくさん収穫できました

女性委員による寸劇

連合
新潟 土曜労働相談会 12月は12日に開催
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新
し
い
生
活
様

式
が
示
さ
れ
半
年

が
た
っ
た
。
最
初

は
新
し
い
生
活
様

式
を
取
り
入
れ
た

環
境
が
過
ご
し
に

く
く
戸
惑
い
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
で
は
毎
朝

の
検
温
、
建
物
に
入
る
際
の
手

指
消
毒
な
ど
も
当
た
り
前
と
な

り
習
慣
と
な
っ
た
一
方
い
つ
ま

で
続
く
の
だ
ろ
う
と
思
う
時
が

あ
る
。
冬
に
は
再
流
行
の
話
も

あ
る
た
め
ウ
ィ
ル
ス
流
行
前
の

よ
う
に
な
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先

に
な
り
そ
う
・
・
・�

（
渋
）

10月ホームページアンケート結果発表
質問�：10月のHPアンケートは、「『ディーセント・ワーク』

を知っていますか？」でした。
　10月７日が「ディーセント・ワーク世界行動デー」で
あることから10月度のアンケートにしてみました。結果
は、意味まで知っている方が半数を超える結果に！
　『働きがいのある人間らしい仕事』とも言いかえられて
いるとおり、私たちが安心して生活しつづけていく上で不
可欠なことです。これを蔑ろにする企業は、いくら歴史や
過去の偉業があったとしても今後は見向きもされなくなる
でしょう。『ディーセント・ワーク』の考えをもっと浸透
させていきましょう！
　さて今月の連合新潟HPアンケートは、何かと話題の
『Go To キャンペーン』についてです。たまには息抜き
したいですよね。

　

10
月
24
日
、
新
潟
県
女
性
財

団
主
催
の
「
女ひ
と
と
男ひ

と
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
２
０
」
が
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
主
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
組
合
員
14

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
役
員
に
よ
る
寸

劇
に
よ
り
、
①
在
宅
勤
務
で
以

女ひ
と
と
男ひ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

　
　
女
性
委
員
会
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

体
験
型
学
習
会
を
開
催

前
よ
り
家
事
育
児
の
負
担
が
増

加
、
②
特
別
定
額
給
付
金
の
支

給
が
個
人
で
は
な
く
世
帯
ご
と

の
支
給
で
あ
る
２
点
を
問
題
提

起
し
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
問
題
点
や
実
態
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

問
題
点
や
実
態
は
、「
在
宅

勤
務
に
な
っ
て
も
家
事
や
学
校

の
休
校
に
よ
る
日
中
の
子
ど
も

の
世
話
な
ど
在
宅
勤
務
を
行
え

る
環
境
で
は
な
か
っ
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2020年度連合・愛のカンパ
新潟県内は４団体が決定しました
今月はフードバンクしばたをご紹介します！

○フードバンクしばた（助成回数 ３回目）
　　　　助成金額25万円
　　　　新発田市舟入町1-1-38
　　　　代表：佐藤 哲也

団体からのメッセージ：３年間もの間、毎年「連合・愛のカンパ」
地域助成を賜りありがとうございました。おかげさまで、この３
年間で、「フードバンクしばた」は大きく成長することができま
した。
　現在、フードバンク事業のほか、就学支援事業、制服、学用品、
生活用品の各リサイクル事業、産前産後のママの相談室「ママの
休憩室～虹～」の開設など、子どものいる貧困家庭を包括的に支
援するため、いろいろな事業に取り組んでおります。また、今年
の夏休みには、支援している世帯の子どもを粟島への一泊旅行に
連れて行くプロジェクトも実施できました。
　新型コロナウイルス禍により、解雇されたり、働ける日数が減
るなどで、大幅に所得が減り、生活が立ち行かなくなって支援を
求める人が増えましたし、アルバイトができなく、勉強を続ける
ことができなくなった大学生や専門学生への支援も始めました。
これからもっと増えることが予想され、フードバンクの真価が問
われてくると覚悟しております。

連合新潟推薦候補者　選挙結果

阿賀野市議会議員選挙
投開票日10月25日（定数16）○内は当選順位
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三条市議会議員補欠選挙
投開票日11月８日（定数４）無投票
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ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。
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「ウイルス禍での労働環境調査」の集計結果
　連合新潟では、労働組合のある職場が、ウイルス禍においてどのような対応をしたのか集約し、
不安定な雇用で働く県内労働者への施策要望や組織化などへつなげていくため調査を行いました。
加盟組合458組合を対象とした往復はがきによるアンケート方式で実施。
　回答のあった344組合（回収率75.1％）のうち、各項目の結果は以下の通りでした。

１．休業した組合の件数
回答組合数 していない 休業した 休業率
344 211 133 38.7%

２．休業した組合の組織規模内訳
組織規模 　99人以下 100～299人 300～999人 1,000人以上
組合数 57 42 22 12

３．休業手当の支給額内訳

支給額 ①60%未満 ②60～79％ ③80～99％ ④100％ ⑤休業したが　
手当支払いなし

組合数 2 8 38 83 2
比　率 1.5% 6.0% 28.6% 62.4% 1.5%

４．勤務時間、場所等の調査
勤務や出勤時間の変更などはありましたか？（複数回答あり）

変わらなかっ
た

リモートワー
クにて対応

出勤時間をずら
すなどの対応

勤務時間の短縮
などの対応 その他

組合数 173 94 76 50 2
☆上記の質問で変更があった場合の現在の状況について

変更は現在も継続中 現在は通常勤務
組合数 90 72

５．労働時間短縮などの対応が継続中の場合の賃金について
賃金が減っている

（労働時間分のみ支払い）
賃金は変わらない

（時間短縮分も賃金保障あり） 回答なし

組合数 15 41 34
比　率 16.7% 45.6% 37.8%

通
し
、
食
に
関
す
る
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理

解
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透
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き
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め
ま
す
。


